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本章でやること：�
GPIOでUARTを作る

　本章は3大シリアル通信の1つ，UARTを取り上げ
ます．通信のプロトコルを紹介した後，より理解を深
めるため，ラズベリー・パイPico（以降Pico）を使っ
て，UARTの機能をゼロから実装します．通信プロ
トコルを忠実に再現しながら，GPIO制御で波形を生
成します．
　UART機 能 の 実 装 に は，Pico固 有 のPIO

（Programmable Input/Output）機 能 を 使 い ま す．
PicoのPIOは，1命令1クロックで動くサブプロセッ
サで，GPIOの入出力とも連携できる強力な機能です．
PIOの使いこなしのコツから，UART機能実装まで，
詳しく説明します．

　嬉しいことにPIOは，MicroPython（Pythonのマイ
コン向けサブセット）から扱えます．そこで皆さんに
も簡単に試していただけるよう，MicroPython言語を
使って実装します．インタープリタ型言語なので，コ
ンパイル不要で，1行ずつ試しながら，動作を確認で
きます．
　最後に，自作実装したUARTを使った通信実験を
行います．実際の出力波形の確認や，通信の実験を行
い，UART機能の検証を行っていきます．

UARTとは

● UARTの概要
UART（Universal Asynchronous Receiver/

Transmitter，和訳すると汎用・非同期・受信/送信）

（b） 大分類：パラレル/シリアル通信の特徴 （c） 小分類：同期式/非同期式の特徴
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同期式
データ信号に加えて同期信号を付与．
同期信号のタイミングに合わせて，データ信号の同期を取る

非同期式
スタート・ビットを通信開始の同期信号として，
1ビット を規定時間間隔で送信する．
規定ビット送信終了後にストップ・ビットを送信する

ビット0 ビット1 ビット6 ビット7…

スタート・ビット
(データ送信開始タイミング)

ストップ・ビット
(データ送信終了タイミング)

規定の時間幅

規定のビット長

パラレル通信

シリアル通信
同期式

非同期式
（調歩同期式）

SPI, I2C, USART, …

UART, RS-232-C，…

（a） ディジタル通信の分類

複数の線で接続し，
複数ビットのデータを
一度に伝送する

パラレル通信
複数ビットを，時系列的に
1ビットずつ順次伝送する

シリアル通信
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例) 同期信号の立ち上がりエッジでデータ同期

図1　通信方式の区分とUART通信の位置付け

Pico＆MicroPythonでゼロから作るシリアル通信第2部

UARTをゼロから作る

PIOにシフト・レジスタを実装して 
MicroPythonから制御する
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